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①－２ 消波根固めブロック工（ブロック撤去工）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，根固め工における陸上からの根固めブロック撤去に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

（１）ブロック質量が 8.0ｔ以下（実質量とする）の場合

（２）撤去・仮置きの場合（撤去したブロックを直接河川敷等のヤードに仮置きする場合）

（３）撤去・据付けの場合（既設ブロック又は仮設的に設置されたブロックを仮置きせずに据え直す場合）

（４）撤去・積込みの場合（撤去したブロックを直接トレーラ等に積込む場合）

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 

２．堆砂撤去の有無にかかわらず適用できる。 

３．連結金具撤去の有無にかかわらず適用出来る。 
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３．施工パッケージ 

３－１ 根固めブロック撤去 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 根固めブロック撤去 積算条件区分一覧 

(積算単位：個) 

作業区分 堆砂の有無 クレーン機種 

撤去・仮置き 
無し 

（表 3.2） 

有り 

撤去・据付け(乱積) 
無し 

有り 

撤去・据付け(層積) 
無し 

有り 

撤去・積込み 
無し 

有り 

（注）１．「撤去・仮置き」：撤去したブロックを直接河川敷等のヤードに仮置きする場合である。直接トレーラに積

込む場合は「撤去・積込み」を適用する。 

２．「撤去・据付け」：既設ブロック又は仮設的に設置されたブロックを仮置きせずに直接据直す（据付ける）

場合である。「乱積，層積」の区分は，既存の積形状によらず，新たに据付ける積形状

により判断する。 

３．上表は，下記の費用を含む。 

（１）撤去・仮置きの場合 

・消波根固めブロックの撤去・仮置きの他，ワイヤーロープ，レンチ，スコップ，その施工に必要な全

ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

（２）撤去・据付け（乱積）の場合 

・消波根固めブロックの撤去・据付け（乱積）の他，ワイヤーロープ，レンチ，スコップ，その施工に

必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

（３）撤去・据付け（層積）の場合 

・消波根固めブロックの撤去・据付け（層積）の他，ワイヤーロープ，レンチ，スコップ，その施工に

必要な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

（４）撤去・積込みの場合 

・消波根固めブロックの撤去・積込みの他，ワイヤーロープ，レンチ，スコップ，その施工に必要な全

ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

４．堆砂の有無の｢有り｣は，根固めブロック上に砂が堆積している場合に適用する。 

５．堆砂がある場合とは，土砂を撤去しなければ玉掛ができない場合のことを指す。ただし、人力以外で土砂

撤去が必要な場合は，その土砂撤去分は別途考慮する。 
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表３．２ クレーン機種 

積算条件 区分 

クレーン機種 

ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型) 25ｔ吊 

ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型) 35ｔ吊 

ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型) 45ｔ吊 

ラフテレーンクレーン(油圧伸縮ジブ型) 50ｔ吊 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 根固めブロック撤去 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 

ラフテレーンクレーン[油圧伸縮ジブ型・低騒音対策型・排出ガス対策型

(第２次基準値)] 25t吊 
賃料 

ラフテレーンクレーン[油圧伸縮ジブ型・低騒音対策型・排出ガス対策型

(第２次基準値)] 35t吊 
賃料 

ラフテレーンクレーン[油圧伸縮ジブ型・低騒音対策型・排出ガス対策型

(第１次基準値)] 45t吊 
賃料 

ラフテレーンクレーン[油圧伸縮ジブ型・低騒音対策型・排出ガス対策型

(第２次基準値)] 50t吊 
賃料 

K2 －   

K3 －   

労務 

R1 土木一般世話役   

R2 特殊作業員   

R3 普通作業員   

R4 －   

材料 

Z1 －   

Z2 －   

Z3 －   

Z4 －   

市場単価 S －   

 

３



① 859① 859 Ⅲ−1−②−1 ①  868①  868 Ⅲ－1－②－1

（注）



① 860① 860 Ⅲ−1−②−2 ①  869①  869 Ⅲ−1−②−2

コード番号 ＳＰＣ 0 4 1

コード番号 ＳＰＣ 0 4 2



① 861① 861 Ⅲ−1−②−3 ①  870①  870 Ⅲ−1−②−3

コード番号 ＳＰＣ 0 4 5



① 862① 862 Ⅲ−1−③−1 ①  871①  871 Ⅲ−1−③−1

１．本歩掛で対応しているのは，実線部分のみである。
２．ブロック据付工のブロック製作歩掛のうち，ブロック実質量 11.0t 以下のブロック製作は，「第
　Ⅲ編１章①－１消波根固めブロック工」を使用する。
３．横取りとは，ブロックの移動（型枠脱型場所～製作場所仮置き場又は据付場所仮置き場～据付場
　所）を目的としたもので，クレーンによるブロックの移動距離 50ｍ未満の範囲内の作業をいう。
　　ただし，クレーンの範囲内で，型枠脱型場所から直接製作場所仮置き場へ現場内小運搬を行うこ
　とが可能な場合は「型枠脱型」として取扱う。
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① 889① 889 Ⅲ−1−④−13 ①  898①  898 Ⅲ−1−④−13



① 890① 890 Ⅲ−1−④−14 ①  899①  899 Ⅲ−1−④−14



① 891① 891 Ⅲ−1−④−15 ①  900①  900 Ⅲ−1−④−15



① 892① 892 Ⅲ−1−④−16 ①  901①  901 Ⅲ−1−④−16



① 893① 893 Ⅲ−1−④−17 ①  902①  902 Ⅲ−1−④−17



① 894① 894 Ⅲ−1−④−18 ①  903①  903 Ⅲ−1−④−18



① 895① 895 Ⅲ−1−④−19 ①  904①  904 Ⅲ−1−④−19



① 896① 896 Ⅲ−1−④−20 ①  905①  905 Ⅲ−1−④−20



① 897① 897 Ⅲ−1−④−21 ①  906①  906 Ⅲ−1−④−21



① 898① 898 Ⅲ−1−④−22 ①  907①  907 Ⅲ−1−④−22



① 899① 899 Ⅲ−1−④−23 ①  908①  908 Ⅲ−1−④−23



① 900① 900 Ⅲ−1−⑤−1 ①  909①  909 Ⅲ−1−⑤−1



① 901① 901 Ⅲ−1−⑤−2 ①  910①  910 Ⅲ−1−⑤−2



① 902① 902 Ⅲ−1−⑤−3 ①  911①  911 Ⅲ−1−⑤−3



① 903① 903 Ⅲ−1−⑤−4 ①  912①  912 Ⅲ−1−⑤−4

ケーブル組立工一式当り内訳書

グラウト工シース100ｍ当り単価表

ＰＣケーブル組立工10ケーブル当り単価表



Ⅲ−1−⑤− ① 904① 904



Ⅲ−2−⑱− ① 905① 905

① 堤防除草工･････････････････････ Ⅲ- 2 - ① -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ① -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ① -  1
3 　工法の選定･････････････････ Ⅲ- 2 - ① -  2
4 　施工パッケージ･････････････ Ⅲ- 2 - ① -  3

② 堤防天端補修工･････････････････ Ⅲ- 2 - ② -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ② -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ② -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅲ- 2 - ② -  2

③ 堤防芝養生工･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ③ -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ③ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ③ -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅲ- 2 - ③ -  2

④ 伐木除根工･････････････････････ Ⅲ- 2 - ④ -  1
1 　適用範囲･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ④ -  1
2 　施工概要･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ④ -  1
3 　施工パッケージ･････････････ Ⅲ- 2 - ④ -  2

⑤ 塵芥処理工･････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑤ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑤ -  2

⑥ ボーリンググラウト工･･･････････ Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑥ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑥ -  2
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑥ -  3

⑦ 粗朶沈床工･････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
3　機種の選定･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑦ -  1
4　施工歩掛････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑦ -  2
5　単 価 表････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑦ -  4

⑧ 機械土工（河床等掘削）･･････････ Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑧ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑧ -  1

⑨ 多自然護岸工･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
⑨ - 1　巨石積（張）工････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  1

1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  2
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  3
4　基本数量の算出基準･･････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  8

⑨ - 2　木杭打工･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  9
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -  9

⑨ - 3　巨石据付工････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -10
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -10
2　機種の選定･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -10
3　施工歩掛････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -10
4　単 価 表････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑨ -10

⑩ 護岸基礎ブロック工･････････････ Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑩ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑩ -  2

⑪ かごマット工･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
⑪ - 1　かごマット工（スロープ型）

･･･････････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
2　施工概要··･･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  2

第 2 章　　河川維持工
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Ⅲ−2−⑱− ①  906①  906

⑪ - 2　かごマット工（多段積型）････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  3
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  3
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  4
3　機種の選定･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  4
4　施工歩掛････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  4
5　材料使用量･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  5
6　単 価 表････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑪ -  5

⑫　ブロックマット工･･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
3　機種の選定･･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
4　施工歩掛････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  1
5　単 価 表････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  3
6　参考資料････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑫ -  4

⑬　野芝種子吹付工･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑬ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑬ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑬ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑬ -  2

⑭　袋詰玉石工･････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑭ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑭ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑭ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑭ -  1

⑮　笠コンクリートブロック据付工･･･ Ⅲ- 2 - ⑮ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑮ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑮ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑮ -  1

⑯　グラウトホール工･･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑯ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑯ -  1
2　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑯ -  1

⑰　連節ブロックの水中吊落し工･････ Ⅲ- 2 - ⑰ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑰ -  1
2　機種の選定··･････････････････ Ⅲ- 2 - ⑰ -  1
3　施工歩掛････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑰ -  1
4　単 価 表････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑰ -  1
5　参 考 図････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑰ -  2

⑱　光ケーブル配管工･･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑱ -  1
1　適用範囲････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑱ -  1
2　施工概要････････････････････ Ⅲ- 2 - ⑱ -  1
3　施工パッケージ･･････････････ Ⅲ- 2 - ⑱ -  1



① 907① 907 Ⅲ−2−①−1 ①  915①  915 Ⅲ−2−①−1



① 908① 908 Ⅲ−2−①−2 ①  916①  916 Ⅲ−2−①−2



① 909① 909 Ⅲ−2−①−3 ①  917①  917 Ⅲ−2−①−3

施工パッケージ

（積算単位：10m2）

コード番号 ＳＰC 1 5 1



① 910① 910 Ⅲ−2−①−4 ①  918①  918 Ⅲ−2−①−4

（積算単位：10m2）

コード番号 ＳＰC 1 5 4



① 911① 911 Ⅲ−2−①−5 ①  919①  919 Ⅲ−2−①−5

（積算単位：10m2）

コード番号 ＳＰC 1 5 7



① 912① 912 Ⅲ−2−①−6 ①  920①  920 Ⅲ−2−①−6

（積算単位：10m2）

コード番号 ＳＰC 1 6 0



① 913① 913 Ⅲ−2−①−7 ①  921①  921 Ⅲ−2−①−7

（積算単位：10m2）

コード番号 ＳＰC 1 6 3



① 914① 914 Ⅲ−2−①−8 ①  922①  922 Ⅲ−2−①−8



① 915① 915 Ⅲ−2−①−9 ①  923①  923 Ⅲ−2−①−9



① 916① 916 Ⅲ−2−①−10 ①  924①  924 Ⅲ−2−①−10

コード番号 ＳＰC 1 6 6



① 917① 917 Ⅲ−2−①−11 ①  925①  925 Ⅲ−2−①−11



① 918① 918 Ⅲ−2−①−12 ①  926①  926 Ⅲ−2−①−12

コード番号 ＳＰC 1 6 9



① 919① 919 Ⅲ−2−①−13 ①  927①  927 Ⅲ−2−①−13



① 920① 920 Ⅲ−2−②−1 ①  928①  928 Ⅲ−2−②−1



① 921① 921 Ⅲ−2−②−2 ①  929①  929 Ⅲ−2−②−2

コード番号 ＳＰC 1 8 1



① 922① 922 Ⅲ−2−②−3 ①  930①  930 Ⅲ−2−②−3



① 923① 923 Ⅲ−2−③−1 ①  931①  931 Ⅲ−2−③−1



① 924① 924 Ⅲ−2−③−2 ①  932①  932 Ⅲ−2−③−2

コード番号 ＳＰC 1 9 1



① 925① 925 Ⅲ−2−③−3 ①  933①  933 Ⅲ−2−③−3

コード番号 ＳＰC 1 9 5



① 926① 926 Ⅲ−2−④−1 ①  934①  934 Ⅲ−2−④−1



① 927① 927 Ⅲ−2−④−2 ①  935①  935 Ⅲ−2−④−2

コード番号 ＳＰC 2 0 1



① 928① 928 Ⅲ−2−④−3 ①  936①  936 Ⅲ−2−④−3

コード番号 ＳＰC 2 0 3



① 929① 929 Ⅲ−2−④−4 ①  937①  937 Ⅲ−2−④−4

コード番号 ＳＰC 2 0 5



① 930① 930 Ⅲ−2−④−5 ①  938①  938 Ⅲ−2−④−5

コード番号 ＳＰC 2 0 7



① 931① 931 Ⅲ−2−④−6 ①  939①  939 Ⅲ−2−④−6

コード番号 ＳＰC 2 0 9



① 932① 932 Ⅲ−2−④−7 ①  940①  940 Ⅲ−2−④−7

コード番号 ＳＰC 2 1 1



① 933① 933 Ⅲ−2−④−8 ①  941①  941 Ⅲ−2−④−8

コード番号 ＳＰC 2 1 3



① 934① 934 Ⅲ−2−④−9 ①  942①  942 Ⅲ−2−④−9



① 935① 935 Ⅲ−2−④−10 ①  943①  943 Ⅲ−2−④−10



① 936① 936 Ⅲ−2−④−11 ①  944①  944 Ⅲ−2−④−11



① 937① 937 Ⅲ−2−④−12
①  945①  945 Ⅲ−2−④−12

１．

２.運搬が必要な場合は，３-７運搬（伐木除根）により別途計上する。

コード番号 ＳＰC 2 1 5



① 938① 938 Ⅲ−2−⑤−1 ①  946①  946 Ⅲ−2−⑤−1



① 939① 939 Ⅲ−2−⑤−2 ①  947①  947 Ⅲ−2−⑤−2

コード番号 ＳＰC 2 3 1



① 940① 940 Ⅲ−2−⑤−3 ①  948①  948 Ⅲ−2−⑤−3



① 941① 941 Ⅲ−2−⑤−4 ①  949①  949 Ⅲ−2−⑤−4

コード番号 ＳＰC 2 3 5



① 942① 942 Ⅲ−2−⑤−5 ①  950①  950 Ⅲ−2−⑤−5



① 943① 943 Ⅲ−2−⑤−6 ①  951①  951 Ⅲ−2−⑤−6



① 944① 944 Ⅲ−2−⑤−7 ①  952①  952 Ⅲ−2−⑤−7



① 945① 945 Ⅲ−2−⑤−8 ①  953①  953 Ⅲ−2−⑤−8

コード番号 ＳＰC 2 3 7



① 946① 946 Ⅲ−2−⑥−1 ①  954①  954 Ⅲ−2−⑥−1



① 947① 947 Ⅲ−2−⑥−2 ①  955①  955 Ⅲ−2−⑥−2



① 948① 948 Ⅲ−2−⑥−3 ①  956①  956 Ⅲ−2−⑥−3

コード番号 ＳＰC 2 5 1



① 949① 949 Ⅲ−2−⑥−4 ①  957①  957 Ⅲ−2−⑥−4



① 950① 950 Ⅲ−2−⑥−5 ①  958①  958 Ⅲ−2−⑥−5

コード番号 ＳＰC 2 5 5



① 951① 951 Ⅲ−2−⑥−6 ①  959①  959 Ⅲ−2−⑥−6



① 952① 952 Ⅲ−2−⑥−7 ①  960①  960 Ⅲ−2−⑥−7

コード番号 ＳＰC 2 5 9



① 953① 953 Ⅲ−2−⑦−1 ①  961①  961 Ⅲ−2−⑦−1



① 954① 954 Ⅲ−2−⑦−2 ①  962①  962 Ⅲ−2−⑦−2



① 955① 955 Ⅲ−2−⑦−3 ①  963①  963 Ⅲ−2−⑦−3



① 956① 956 Ⅲ−2−⑦−4 ①  964①  964 Ⅲ−2−⑦−4



① 957① 957 Ⅲ−2−⑧−1 ①  965①  965 Ⅲ−2−⑧−1

土量は地山土量とする。

コード番号 ＳＰC 3 2 1



① 958① 958 Ⅲ−2−⑧−2 ①  966①  966 Ⅲ−2−⑧−2

８．土量は地山土量とする。

コード番号 ＳＰC 3 2 5



① 959① 959 Ⅲ−2−⑧−3 ①  967①  967 Ⅲ−2−⑧−3



① 960① 960 Ⅲ−2−⑨−1 ①  968①  968 Ⅲ−2−⑨−1

（土木工事標準積算基準〔Ⅲ〕についても参照のこと。）



① 961① 961 Ⅲ−2−⑨−2 ①  969①  969 Ⅲ−2−⑨−2



① 962① 962 Ⅲ−2−⑨−3 ①  970①  970 Ⅲ−2−⑨−3

７　巨石（材料費）」で別途計上する。
「３−

コード番号 ＳＰC 3 3 3



① 963① 963 Ⅲ−2−⑨−4 ①  971①  971 Ⅲ−2−⑨−4

７　巨石（材料費）」で別途計上する。
「３−

コード番号 ＳＰC 3 3 5



① 964① 964 Ⅲ−2−⑨−5 ①  972①  972 Ⅲ−2−⑨−5

「３−

７　巨石（材料費）」で別途計上する。

コード番号 ＳＰC 3 3 7



① 965① 965 Ⅲ−2−⑨−6 ①  973①  973 Ⅲ−2−⑨−6

コード番号 ＳＰC 3 3 1



① 966① 966 Ⅲ−2−⑨−7 ①  974①  974 Ⅲ−2−⑨−7

コード番号 ＳＰC 3 3 8



① 967① 967 Ⅲ−2−⑨−8 ①  975①  975 Ⅲ−2−⑨−8



① 968① 968 Ⅲ−2−⑨−9 ①  976①  976 Ⅲ−2−⑨−9

コード番号 ＳＰC 3 4 5



① 969① 969 Ⅲ−2−⑨−10 ①  977①  977 Ⅲ−2−⑨−10



① 970① 970 Ⅲ−2−⑩−1 ①  978①  978 Ⅲ−2−⑩−1



① 971① 971 Ⅲ−2−⑩−2 ①  979①  979 Ⅲ−2−⑩−2

コード番号 ＳＰC 3 7 1



① 972① 972 Ⅲ−2−⑩−3 ①  980①  980 Ⅲ−2−⑩−3

コード番号 ＳＰC 3 7 2

コード番号 ＳＰC 3 7 3



① 973① 973 Ⅲ−2−⑩−4 ①  981①  981 Ⅲ−2−⑩−4

コード番号 ＳＰC 3 7 5



① 974① 974 Ⅲ−2−⑪−1 ①  982①  982 Ⅲ−2−⑪−1



① 975① 975 Ⅲ−2−⑪−2 ①  983①  983 Ⅲ−2−⑪−2

コード番号 ＳＰC 3 8 1



① 976① 976 Ⅲ−2−⑪−3 ①  984①  984 Ⅲ−2−⑪−3



① 977① 977 Ⅲ−2−⑪−4 ①  985①  985 Ⅲ−2−⑪−4



① 978① 978 Ⅲ−2−⑪−5 ①  986①  986 Ⅲ−2−⑪−5

コード番号 Ｓ 2 1 0 2



① 979① 979 Ⅲ−2−⑫−1 ①  987①  987 Ⅲ−2−⑫−1



① 980① 980 Ⅲ−2−⑫−2 ①  988①  988 Ⅲ−2−⑫−2



① 981① 981 Ⅲ−2−⑫−3 ①  989①  989 Ⅲ−2−⑫−3



① 982① 982 Ⅲ−2−⑫−4 ①  990①  990 Ⅲ−2−⑫−4



① 983① 983 Ⅲ−2−⑬−1
①  991①  991 Ⅲ−2−⑬−1



① 984① 984 Ⅲ−2−⑬−2 ①  992①  992 Ⅲ−2−⑬−2

６．法面整形が必要な場合は，「第Ⅱ編第２章①−１法面整形工」により別途計上する。

コード番号 ＳＰC 3 8 5



① 985① 985 Ⅲ−2−⑬−3 ①  993①  993 Ⅲ−2−⑬−3

コード番号 ＳＰC 3 8 7

コード番号 ＳＰC 3 8 9



① 986① 986 Ⅲ−2−⑭−1 ①  994①  994 Ⅲ−2−⑭−1

コード番号 ＳＰC 3 9 1



① 987① 987 Ⅲ−2−⑭−2 ①  995①  995 Ⅲ−2−⑭−2



① 988① 988 Ⅲ−2−⑮−1 ①  996①  996 Ⅲ−2−⑮−1

コード番号 ＳＰC 3 9 5



① 989① 989 Ⅲ−2−⑮−2 ①  997①  997 Ⅲ−2−⑮−2

コード番号 ＳＰC 3 9 6



① 990① 990 Ⅲ−2−⑯−1 ①  998①  998 Ⅲ−2−⑯−1

コード番号 ＳＰC 4 0 1

コード番号 ＳＰC 4 0 2



① 991① 991 Ⅲ−2−⑰−1 ①  999①  999 Ⅲ−2−⑰−1

４．



①  992① 992 Ⅲ−2−⑰−2 ①  1000①  1000 Ⅲ−2−⑰−2

５．

図５－１

図５－２



①  993① 993 Ⅲ−2−⑱−1 ①  1001①  1001 Ⅲ−2−⑱−1

コード番号 ＳＰC 4 2 1



①  994① 994 Ⅲ−2−⑱−2 ①  1002①  1002 Ⅲ−2−⑱−2

コード番号 ＳＰC 4 2 5



①  995① 995 Ⅲ−2−⑱−3 ①  1003①  1003 Ⅲ−2−⑱−3

数量は，敷砂，保護砂の必要数量（ほぐし）とする。

コード番号 ＳＰC 4 2 9

コード番号 ＳＰC 4 3 3



①  996① 996 Ⅲ−2−⑱−4 ①  1004①  1004 Ⅲ−2−⑱−4

コード番号 ＳＰC 4 3 7



①  997① 997 Ⅲ−2−⑱−5 ①  1005①  1005 Ⅲ−2−⑱−5

コード番号 ＳＰC 4 3 8

コード番号 ＳＰC 4 3 9

コード番号 ＳＰC 4 4 0

コード番号 ＳＰC 4 4 1

コード番号 ＳＰC 4 4 2



①  998① 998 Ⅲ−2−⑱−6 ①  1006①  1006 Ⅲ−2−⑱−6

コード番号 ＳＰC 4 4 7



①  999① 999 Ⅲ−2−⑱−7 ①  1007①  1007 Ⅲ−2−⑱−7



① 1000① 1000 Ⅲ−2−⑱−8 ①  1008①  1008 Ⅲ−2−⑱−8



Ⅲ−3−①− ① 1001① 1001
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① 土　　工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  1
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 3 - ① -  2
3 　施工パッケージ････････････ Ⅲ - 3 - ① -  5

② コンクリート工････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
② - 1　コンクリート工･･･････････ Ⅲ - 3 - ② -  1

1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
3 　機種の選定････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
4 　材料使用数量･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  1
5 　型 枠 工･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
6 　足 場 工･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  2
7 　砂防コンクリート打設歩掛････ Ⅲ - 3 - ② -  3
8 　止水板設置････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  4
9 　単 価 表･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  5

② - 2　コンクリート工（ケーブルクレーン打設）
　　　･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7

1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
2 　機種の選定････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
3 　材料使用量････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
4 　コンクリート投入･･････････ Ⅲ - 3 - ② -  7
5 　型 枠 工･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  8

6 コンクリート締固め，養生，打継面清掃歩掛
　  ･･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  8 
7 　堤冠コンクリート締固め，養生歩掛
  　･･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ② -  9
8 　岩盤清掃歩掛･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -  9
9 　チッピング歩掛････････････ Ⅲ - 3 - ② -  9
10　単 価 表･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -10

② - 3　残存型枠工･･･････････････ Ⅲ - 3 - ② -13
1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -13
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -13
3 　機種の選定････････････････ Ⅲ - 3 - ② -13
4 　施工歩掛･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -13
5 　単 価 表･･････････････････ Ⅲ - 3 - ② -15

③ 仮設備工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  1
1 　仮設備工･･････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  1
2 　運 搬 工･･････････････････ Ⅲ - 3 - ③ -  3
3 　内訳書及び単価表･･････････ Ⅲ - 3 - ③ -  5

④ 養生工（練炭）･･････････････････ Ⅲ - 3 - ④ -  1
1 　適用範囲････････････････････ Ⅲ - 3 - ④ -  1
2 　施工歩掛････････････････････ Ⅲ - 3 - ④ -  1
3 　単 価 表････････････････････ Ⅲ - 3 - ④ -  1
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Ⅲ−3−①− ① 1002① 1002

⑤ 石材等採取工（割石，雑割石，野面石採取）
･･････････････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑤ -  1

1 　適用範囲････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑤ -  1
2 　施工歩掛････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑤ -  1
3 　単 価 表････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑤ -  1

⑥ 銘 板 工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑥ -  1
1 　適用範囲････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑥ -  1
2 　施工歩掛････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑥ -  1
3 　単 価 表････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑥ -  1

⑦ 仮締切工･･････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  1
⑦ - 1　砂防土砂仮締切・砂防土砂土のう仮締切

･･････････････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  1
1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  1
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  1
3 　機種の選定････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  2
4 　施工歩掛･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  2
5 　内訳書及び単価表･･････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  2

⑦ - 2　砂防コンクリート締切･････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  7
1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  7
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  7
3 　機種の選定････････････････ Ⅲ - 3 - ⑦ -  7
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第３章 砂 防 工

① 土工 

①－１ 土工 

 

１． 適 用 範 囲

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）の施工に適用する。

１－１ 適用出来る範囲

１－１－１ 掘削（砂防）

（１）砂防工のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業とする場合

（２）土砂，岩塊・玉石の掘削・積込，軟岩，硬岩，転石の掘削

（３）作業土工における床掘りの場合

１－１－２ 土砂等運搬（砂防）

（１）砂防工のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業とする場合

（２）運搬距離が片道７km以下の場合

（３）運搬路が砂利道，河床路等その他これに準ずる搬路が主で，舗装道路を含む場合は，舗装道路の走行距

離が全体走行距離の半分に満たない場合

１－１－３ 積込（ルーズ）（砂防）

（１）砂防工のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業とする場合

（２）土取場（仮置場）から採取する場合の土砂等の積込みの場合

（３）作業土工で生じ，仮置きされた土砂等の積込みの場合

（４）掘削工，作業土工で生じた残土の仮置場での積込みの場合

（５）掘削工，作業土工において地山掘削後，一度ルーズな状態とした土砂等の積込みの場合

（６）転圧，締固めを伴わない埋戻作業の場合

１－２ 適用出来ない範囲（土木工事標準積算基準書等により別途計上するもの）

１－２－１ 掘削（砂防）

（１）軟岩，硬岩，転石において集積・積込又は集積・押土を含む場合

（２）硬岩Ⅱの掘削の場合

（３）砂防工のうち，河道掘削等の場合

（４）小規模で土砂以外の場合

（５）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウによる土砂の掘削積込

１－２－２ 土砂等運搬（砂防）

（１）小規模で土砂以外の場合

１－２－３ 積込（ルーズ）（砂防）

（１）地山掘削した土砂等を，直接運搬車両等に投入する場合

（２）砂防工のうち，河道掘削等の場合

（３）小規模で土砂以外の場合

１－３ 適用出来ない範囲（別途考慮するもの）

１－３－１ 土砂等運搬（砂防）

（１）自動車専用道路を利用する場合

１－３－２ 押土（ルーズ）（砂防）
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第３章 砂 防 工

① 土工

①－１ 土工

１． 適 用 範 囲

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）の施工に適用する。

１－１ 適用出来る範囲

１－１－１ 掘削（砂防）
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（２）土砂，岩塊・玉石の掘削・積込，軟岩，硬岩，転石の掘削

（３）作業土工における床掘りの場合

１－１－２ 土砂等運搬（砂防）

（１）砂防工のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業とする場合

（２）運搬距離が片道７km以下の場合

（３）運搬路が砂利道，河床路等その他これに準ずる搬路が主で，舗装道路を含む場合は，舗装道路の走行距

離が全体走行距離の半分に満たない場合

１－１－３ 積込（ルーズ）（砂防）

（１）砂防工のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業とする場合

（２）土取場（仮置場）から採取する場合の土砂等の積込みの場合

（３）作業土工で生じ，仮置きされた土砂等の積込みの場合

（４）掘削工，作業土工で生じた残土の仮置場での積込みの場合

（５）掘削工，作業土工において地山掘削後，一度ルーズな状態とした土砂等の積込みの場合

（６）転圧，締固めを伴わない埋戻作業の場合

１－２ 適用出来ない範囲（土木工事標準積算基準書等により別途計上するもの）

１－２－１ 掘削（砂防）

（１）軟岩，硬岩，転石において集積・積込又は集積・押土を含む場合

（２）硬岩Ⅱの掘削の場合

（３）砂防工のうち，河道掘削等の場合

（４）小規模で土砂以外の場合

（５）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウによる土砂の掘削積込

１－２－２ 土砂等運搬（砂防）

（１）小規模で土砂以外の場合

１－２－３ 積込（ルーズ）（砂防）

（１）地山掘削した土砂等を，直接運搬車両等に投入する場合

（２）砂防工のうち，河道掘削等の場合

（３）小規模で土砂以外の場合

１－３ 適用出来ない範囲（別途考慮するもの）

１－３－１ 土砂等運搬（砂防）

（１）自動車専用道路を利用する場合

１－３－２ 押土（ルーズ）（砂防）
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２－２ 土の流れ概念図及び対応施工パッケージ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  受入れ地（仮置場）・土取場・他工区（他工事）

④ ④

 自工区 ⑥

② ②

①

③

①

② ②

④ ④

 現場内集積場

⑤

④ ④

　　　　　　　
　　　　　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

積込(ﾙｰｽﾞ) 整地

土材料
(購入土)

掘削

掘削(砂防)

路体(築堤)盛土

路床盛土

埋戻し

積込(ﾙｰｽﾞ)(砂防)

積込(ﾙｰｽﾞ) 積込(ﾙｰｽﾞ)(砂防)
積込(ﾙｰｽﾞ)

積込(ﾙｰｽﾞ)(砂防)

処分場

積込(ﾙｰｽﾞ)
積込(ﾙｰｽﾞ)(砂防)

整地

土砂等運搬

【掘削】

残土等処分

押土(ﾙｰｽﾞ)
土砂等運搬

土砂等運搬(砂防)土砂等運搬(砂防)
押土(ﾙｰｽﾞ)
土砂等運搬

押土(ﾙｰｽﾞ)
土砂等運搬

【盛土】

【埋戻し】
土砂等運搬(砂防)

土砂等運搬(砂防)
押土(ﾙｰｽﾞ)
土砂等運搬

押土(ﾙｰｽﾞ)
土砂等運搬

土砂等運搬(砂防)

押土(ﾙｰｽﾞ)
土砂等運搬

土砂等運搬(砂防)

作業土工(積込・

工区内運搬含む)

①：（注）2，3による

②：（注）2，3による

③：（注）3による

④：（注）4，5による

⑤：（注）4による

凡 例

 

 

凡例 ＊ 掘掘削削((砂砂防防)) 等施工パッケージ名称を斜体で示した。
＊ 掘掘削削((砂砂防防))，，積積込込((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙))((砂砂防防))，，土土砂砂等等運運搬搬((砂砂防防)) 等を実線で示した。（　　　　　　　）
＊ 掘掘削削，，積積込込((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙))，，土土砂砂等等運運搬搬 等を一点鎖線で示した。（　　　　　　　）
＊ 土土材材料料 （購入土）は通常現場着単価であり，運搬は土土材材料料 に含まれるため破線で示した。(図中⑥)（　　　　　　　）

ただし，土土材材料料 (購入土)を土場渡し単価で積算する場合は土土砂砂等等運運搬搬((砂砂防防)) 又は土土砂砂等等運運搬搬 を計上する。
＊ 作業土工（床掘り・埋戻し・工区内運搬）における土の流れを長二点鎖線で示した。（　　　　　　　）

1． 掘掘削削((砂砂防防)) 等の砂防堰堤独自施工パッケージと掘掘削削 等の河川修繕等に適用される施工パッケージの相違については，
各施工パッケージの条件区分における注釈の記述を参照。

2． 掘掘削削 に含まれる自工区内の運搬について（図中①，②）※掘掘削削((砂砂防防)) は，工区内運搬を含まない。
(1)土質が土砂の場合
・ 掘掘削削 において，押土「有り」を選択した場合，60ｍ以内の工区内運搬を含む。

(2)土質が軟岩又は硬岩の場合
・ 掘掘削削 において，以下の条件を選択した場合，30ｍ以内の工区内運搬を含む。

「軟岩」で施工数量「5,000m3以上」又は集積押土「有り」を選択した場合
「硬岩」で火薬使用「可」又は集積押土「有り」を選択した場合

3． 土砂等運搬，残土運搬時の積込作業について（図中①～③）
・ 掘掘削削，，掘掘削削((砂砂防防)) において，条件区分により積込作業を含まない場合がある。
・ 積積込込((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙）） を別途計上する必要がある条件区分は，「第１章土工②土工（参考）ダンプトラックによる土砂等運搬時

に積込(ﾙｰｽﾞ)の計上が必要な掘掘削削 の積算条件」を参照のこと。
・ 積積込込((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙））((砂砂防防)) を別途計上する必要がある条件区分は，「（参考）積積込込（（ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙））((砂砂防防)) の計上が必要な

掘掘削削((砂砂防防)) の積算条件」を参照のこと。
4． 現場内集積場又は土取場等からの土砂等運搬作業等について(図中④，⑤)

・ 土土砂砂等等運運搬搬((砂砂防防)) を行う場合，別途積積込込((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙))((砂砂防防)) ，積積込込((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙)) を計上する。
・ 押押土土((ﾙﾙｰーｽｽﾞ゙）） には，60m以内の運搬を含む。

5． 土取場において，地山を掘削する場合は，掘掘削削((砂砂防防)) ，掘掘削削 を使用する。（図中④）

（注）
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８．火薬の標準的な使用量は，含水爆薬とし，土質・岩分類毎に軟岩では１日当り 4.5㎏，硬岩では１日当り

4.2㎏，転石では１日当り 1.5㎏とし，これにより難い場合は別途計上する。 

９．土砂の人力掘削については「第Ⅱ編第１章土工②土工 ３－１掘削の『現場制約あり』及び③作業土工③

－１床掘工 ３－１床掘りの『現場制約あり』」を適用する。 

10．機械および人力による岩石掘削には，破砕片除去，法面整形を含まない。 

 

（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 掘削（砂防） 代表機労材規格一覧 

土質 掘削範囲 項目 代表機労材規格 備考 

土砂 

岩塊・ 

玉石 

－ 

機械 

K1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・排出

ガス対策型（第3次基準値）］山積0.8m3（平積0.6m3） 

・賃料 

・小規模以外の場合 

バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型・超低騒音

型・排出ガス対策型（第3次基準値）］山積0.5m3（平積

0.4m3） 

小規模の場合 

K2 － 
 K3 － 
 

労務 

R1 運転手（特殊） 
 R2 － 
 R3 － 
 R4 － 
 

材料 

Z1 軽油1.2号 パトロール給油 
 Z2 － 
 Z3 － 
 Z4 － 
 

市場単価 S － 
 

軟岩 

硬岩 

転石 

機械走行面 

より5m以内 

機械 

K1 
バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策型 

（第2次基準値）］山積0.8m3（平積0.6m3）  

K2 
大型ブレーカ（ベースマシン含まず）［油圧式］ 

質量1,300kg級  
K3 － 

 

労務 

R1 運転手（特殊） 
 R2 － 
 R3 － 
 R4 － 
 

材料 

Z1 軽油1.2号 パトロール給油 
 Z2 － 
 Z3 － 
 Z4 － 
 

市場単価 S － 
 

機械走行面 

より 5m超 

機械 

K1 － 
 K2 － 
 K3 － 
 

労務 

R1 特殊作業員 
 R2 普通作業員 
 R3 土木一般世話役 
 

R4 
－ 火薬使用不可の場合 

さく岩工 火薬使用可の場合 

材料 

Z1 － 
 Z2 － 
 Z3 － 
 Z4 － 
 

市場単価 S － 
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①－２ 土工（ＩＣＴ）

１． 適 用 範 囲 

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）のＩＣＴ施工において，３次元マシ

ンガイダンス（バックホウ）技術及び３次元マシンコントロール（バックホウ）技術を使用して土砂の掘削・積込

を行う作業に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）砂防工（ＩＣＴ）のうち，本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁（擁壁），護岸を主たる作業

とする場合

（２）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウによる土砂，岩塊・玉石の掘削・積込

（３）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウによる作業土工における床掘り

１－２ 適用出来ない範囲 

１－２－１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウ以外による土砂，岩塊・玉石の掘削・積込

（２）３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウ以外による作業土工における床掘り

２． 施 工 概 要 

２－１ 施工フロー 

施工フローは下記を標準とする。 

図２－１ 施工フロー 

（注）本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。 
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３． 施工パッケージ 

３－１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 
 

表３．１ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

土質 施工数量 障害の有無 

土砂 

3,000m3未満 
無し 

有り 

3,000m3以上 
無し 

有り 

岩塊・玉石 

3,000m3未満 
無し 

有り 

3,000m3以上 
無し 

有り 

（注）１．上表は，砂防工事における土砂及び岩塊・玉石の掘削・積込等，その施工に必要な全ての機械・労務・材

料費（損料等を含む）を含む。 

２．上表は，同一の施工箇所において，３Ｄ－ＭＧ又はＭＣバックホウ（以下「ＩＣＴ建機」という。）のみ

で施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％）場合である。 

  なお，施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定する。また，該当する施工箇所におけるＩＣＴ

建機による施工分と通常建機による施工分を合計した掘削土量をその箇所の掘削土量とし,これを合計した

ものを全体掘削土量とする。 

３．同一の施工箇所においてＩＣＴ建機と通常建機（ＩＣＴ建機を使用しない通常機種のバックホウ）を組合

せて施工する（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外）場合は，該当する箇所における掘削土量をＩＣＴ建機使用

割合に応じてＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分に分割し，ＩＣＴ建機による施工分に上表を

適用する。また，通常建機による施工分は,「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1 土工 ３－１掘削（砂防）」

により別途計上する。 

４．土量は，地山土量とする。 

５．障害の有無 

①無し：作業現場が広い，作業範囲が標準内及び転石の混入等の影響による作業妨害が少なく，連続した

掘削作業が出来る場合。なお標準内とは，作業範囲が機械走行面より上下に５ｍ以内とする。 

②有り：作業現場が狭い，作業範囲が標準外及び転石の混入等の影響による作業妨害が多く，連続した掘

削作業が困難な場合 

６．ＩＣＴ建機使用割合は，上記（注）２．又は３．の１工事当りの全体掘削土量に対する 1工事当りのＩＣ

Ｔ建機による掘削土量の割合である。 
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（２）代表機労材規格 

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

K1 

バックホウ（クローラ型）［標準型・ＩＣＴ施工対
応型・超低騒音型・クレーン機能付き・排出ガス
対策型（2011年規制）］山積0.8m3（平積0.6m3） 吊
能力2.9t 

賃料 

K2 ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額 

 

賃料 

K3 －  

労務 

R1 運転手（特殊）  

R2 －  

R3 －  

R4 －  

材料 

Z1 軽油1.2号 パトロール給油  

Z2 －  

Z3 －  

Z4 －  

市場単価 S －  

（注）ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額（バックホウ（ＩＣＴ施工対応型））は，地上の基準 

局・管理局の賃貸費用である。 

 

４． ＩＣＴ建設機械経費加算額 

４－１ ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額 

地上の基準局・管理局の賃貸費用は，以下のとおりとする。 

（１）ＩＣＴ建設機械経費賃料加算額（バックホウ（ＩＣＴ施工対応型）） 

13,000円／日 

 

５． その他ＩＣＴ建設機械経費等 

ＩＣＴ建設機械経費等として，以下の各経費を，共通仮設費の技術管理費に計上する。 

５－１ 保守点検 

ＩＣＴ建設機械の保守点検に要する費用は，次式により計上するものとする。 

（１）掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 

保守点検費 ＝ 土木一般世話役(円)× 0.05(人/日) × 
施工数量(m3) 

× 
100 

作業日当り標準作業量（m3/日） 100 

（注）施工数量はＩＣＴ建機により施工する掘削土量とする。作業日当り標準作業量は「第Ⅰ編第 14章そ

の他④作業日当り標準作業量」の標準作業量による。 

 

５－２ システム初期費 

ＩＣＴ施工用機器の賃貸業者が行う施工業者への取扱説明に要する費用，システムの初期費用等，貸出しに要

する全ての費用は，以下のとおりとする。 

（１）掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％］ 対象機械：バックホウ 

598,000円／式 

 

５－３ ３次元起工測量・３次元設計データの作成費用 

３次元起工測量・３次元設計データの作成を必要とする場合は，共通仮設費の技術管理費に計上するものとし，

必要額を適正に積上げるものとする。 
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５－４ ３次元出来形管理・３次元データ納品の費用，外注経費等の費用 

３次元座標値を面的に取得する機器を用いた出来形管理及び３次元データ納品を行う場合における経費の計上

方法については，共通仮設費率，現場管理費率に以下の補正係数を乗じるものとする。 

・共通仮設費率補正係数 ： １．２ 

・現場管理費率補正係数 ： １．１ 

※小数点第３位四捨五入２位止め 

なお，土工（砂防）（ＩＣＴ）において，経費の計上が適用となる出来形管理は，以下の（１）～（５）又は

完成検査直前の工事竣工段階の地形について面管理に準じた出来形計測とする。なお，その他の出来形管理の経

費は，共通仮設費及び現場管理費率に含まれる。 

（１）空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形管理 

（２）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

（３）無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

（４）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管理 

（５）上記（１）～（４）に類似する，その他の３次元計測技術を用いた出来形管理 
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７． 参考資料（掘削（砂防）（ＩＣＴ）※［ＩＣＴ建機使用割合 100％]） 

７－１ ＩＣＴ建機使用割合 100％以外の場合における積算 

土砂，岩塊・玉石の掘削積込について，同一の施工箇所においてＩＣＴ建機と通常建機を組合せて施工する（Ｉ

ＣＴ建機使用割合 100％以外）場合は，以下のとおりとする。 

 

（１）施工数量の判定 

施工数量は，１工事当りの全体掘削土量により判定する。なお，該当する施工箇所におけるＩＣＴ建機による

施工分と通常建機による施工分を合計した掘削土量をその箇所の掘削土量とし,これを合計したものを全体掘削

土量とする。 

 

（２）積算 

該当する施工箇所の掘削土量をＩＣＴ建機使用割合に応じてＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分

に分割し，以下のとおり計上する。 

  【ＩＣＴ建機による施工分】 

施工パッケージ「掘削（砂防）（ＩＣＴ）［ＩＣＴ建機使用割合 100％］」を適用し，該当する施工箇所におけ

る掘削土量（ＩＣＴ建機による施工分と通常建機による施工分の掘削土量の合計）にＩＣＴ建機使用割合を乗

じて算出した値をＩＣＴ建機による施工分の掘削土量として計上する。なお，ＩＣＴ建機使用割合を乗じて算

出した値は，四捨五入した数値とし，数位は「第Ⅰ編第 5章数値基準等」によるものとする。 

【通常建機による施工分】 

該当する施工箇所における掘削土量からＩＣＴ建機による施工分の掘削土量を差し引いて算出した値を通常

建機による施工分の掘削土量とし,「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1 土工 ３－１掘削（砂防）」により別途

計上する。 

 

 ７－２ 積算例（ＩＣＴ建機使用割合 100％以外の場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）積算例は，施工箇所（図中①～③）が点在する工事に該当しない場合であり，施工箇所が点在する工事に

該当する場合は，「第Ⅰ編第 11章施工箇所が点在する工事の積算」による。 

 

【ＩＣＴ建機使用割合 50％の場合】 

  ・施工数量の判定 

    施工箇所①：1,500m3 ＋ 施工箇所②：1,000m3 ＝ 2,500m3 ＜ 3,000m3 

          よって，施工数量は「3,000m3未満」を選択する。 

    施工箇所③：通常建機のみによる施工であるため，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1土工 ３－１掘削（砂

防）」による。 

  

施工箇所② 

合計掘削土量 1,000m3 

（ＩＣＴ建機と通常建機を組合せて施工） 

条件：土砂，障害無し 

施工箇所① 

合計掘削土量 1,500m3 

（ＩＣＴ建機と通常建機を組合せて施工） 

条件：土砂，障害無し 

① 

② 

施工箇所③ 

掘削土量 2,000m3 

（通常建機のみで施工） 

条件：土砂，障害無し 

③ 

工事範囲 

※①～③は異なる施工箇所 
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 ・積算 

    施工箇所①：｛「掘削（砂防）(ICT)※［ICT 建機使用割合 100％］，土砂，障害無し，3,000m3 未満」の単価｝

× 750m3 ＋｛「掘削（砂防），土砂，障害無し，3,000m3未満」の単価｝× 750m3 

    施工箇所②：｛「掘削（砂防）(ICT)※［ICT 建機使用割合 100％］，土砂，障害無し，3,000m3 未満」の単価｝

× 500m3 ＋｛「掘削（砂防），土砂，障害無し，3,000m3未満」の単価｝× 500m3 

施工箇所③：通常建機のみによる施工であるため，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工①－1土工 ３－１掘削（砂

防）」による。 



① 1018① 1018 Ⅲ−3−②−1 ①  1020①  1020 Ⅲ−3−②−1



① 1019① 1019 Ⅲ−3−②−2 ①  1021①  1021 Ⅲ−3−②−2

表６．１



①  1020①  1020 Ⅲ−3−②−3 ① 1022① 1022 Ⅲ－3－②－3

1.8 1.6
4.6 4.4
5.4 5.1

1.7 1.7

1.3 1.1
3.0 2.8
3.5 3.2

1.1 1.1

令和3年4月1日一部改正 ① 1022① 1022 Ⅲ－3－②－3

1.8 1.6
4.6 4.4
5.4 5.1

1.7 1.7

1.3 1.1
3.0 2.8
3.5 3.2

1.1 1.1

令和3年4月1日一部改正
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７． 砂防コンクリート打設歩掛 

７－１ 一般部コンクリート打設歩掛

一般部コンクリート打設にかかる施工歩掛は，次表を標準とする。

表７．１ 一般部コンクリート打設歩掛 (100 ㎥当り) 

名 称 規 格 単 位

１日当り打設量（㎥／日）

10 以上

50 未満

50 以上

140 未満

土 木 一 般 世 話 役 人 1.8（1.6） 1.3（1.1）
特 殊 作 業 員 〃 4.6（4.4） 3.0（2.8）
普 通 作 業 員 〃 5.4（5.1） 3.5（3.2）

ラフテレーンクレーン

運 転

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策

型（第３次基準値）・低騒音型・

25ｔ吊

日 1.7（1.7） 1.1（1.1）

雑工種率
チッピング

人力施工 ％ 17（18） 26（29）
機械施工 〃 20（21） 30（33）

岩 盤 清 掃 〃 9（10） 14（15）
諸 雑 費 率 〃 16（12） 25（19）

(注) １．本歩掛は，コンクリート打設・養生，打継面・岩着面のモルタル敷均し，打継面清掃，チッピン

グ・岩盤清掃等を含む。なお，雑工種は必要に応じて計上するものとし労務費の合計額に上表の率

を乗じた金額を上限として計上する。

［チッピング］

①人力施工：新設工事で，岩盤面や打継面でチッピングが必要な場合に計上。

・チッピング労務，空気圧縮機賃料，さく岩機損料及び運転経費等の費用である。

②機械施工：既設堰堤への腹付け施工で，既設堰堤等へのチッピングが必要な場合に計上。

・チッピング補助労務，油圧式トンネル切削機（ベースマシン含む）損料及び運転経費等の費

用である。

［岩盤清掃］

岩盤清掃労務，高圧洗浄機損料，工事用水中モータポンプ賃料，電力に関する経費等の費用であ

る。

２．特殊養生を必要とする場合は（ ）内の数値を計上し，特殊養生（練炭）に要する費用は「第Ⅲ

編第３章④養生工（練炭）」により別途計上する。なお，ジェットヒータ養生を行う場合は，ジェ

ットヒータ養生に要する費用を別途計上する。

３．諸雑費は，スコップ，養生マット，コンクリートバケット賃料，コンクリートバイブレータ賃料，

工事用水中モータポンプ賃料，高圧洗浄機損料及び電力に関する経費等の費用であり，労務費の合

計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。

４．コンクリートバケット容量は，1.0 ㎥を標準とし，これにより難い場合は，別途考慮する。

５．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。



①  1021①  1021 Ⅲ−3−②−4 ① 1023① 1023 Ⅲ－3－②－4

0.68 0.60 0.38 0.30

2.9 2.7 1.5 1.3

1.3 1.1 0.68 0.50

0.24 0.24 0.24 0.24

令和3年4月1日一部改正



① 1022① 1022 Ⅲ−3−②−5 ① 1024① 1024 Ⅲ−3−②−5

コード番号 Ｓ 2 8 0 5

コード番号 Ｓ 2 8 1 0

コード番号 Ｓ 2 8 1 5



① 1023① 1023 Ⅲ−3−②−6 ①  1025①  1025 Ⅲ−3−②−6

コード番号 Ｓ 2 8 3 5



①  1024①  1024 Ⅲ−3−②−7 ① 1026① 1026 Ⅲ－3－②－7 令和3年4月1日一部改正



①  1025①  1025 Ⅲ−3−②−8 ① 1027① 1027 Ⅲ－3－②－8

0.14 0.10 0.10

0.28 0.21 0.14

0.39 0.32 0.25 0.13

令和3年4月1日一部改正



①  1026①  1026 Ⅲ−3−②−9 ① 1028① 1028 Ⅲ－3－②－9

3.3 0.6 0.3

5.7 2.7 1.3

12.0 1.1 0.5 0.9

令和3年4月1日一部改正



① 1027① 1027 Ⅲ−3−②−10 ①  1029①  1029 Ⅲ−3−②−10



① 1028① 1028 Ⅲ−3−②−11 ①  1030①  1030 Ⅲ−3−②−11



① 1029① 1029 Ⅲ−3−②−12 ①  1031①  1031 Ⅲ−3−②−12



① 1030① 1030 Ⅲ−3−②−13 ①  1032①  1032 Ⅲ−3−②−13

②－３

残存型枠工及び残存化粧型枠工歩掛



① 1031① 1031 Ⅲ−3−②−14 ①  1033①  1033 Ⅲ−3−②−14



① 1032① 1032 Ⅲ−3−②−15 ①  1034①  1034 Ⅲ−3−②−15

コード番号 Ｓ 2 8 5 0



① 1033① 1033 Ⅲ−3−②−16 ①  1035①  1035 Ⅲ−3−②−16



① 1034① 1034 Ⅲ−3−③−1

Ⅲ-3-③-1 

③ 仮 設 備 工

１． 仮 設 備 工 

１－１ 適用範囲 

本資料は, 砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸) における仮設備工に適用する。 

１－２ 施工フロー 

施工フローは，下記を標準とする。 

（注） 本歩掛で対応しているのは，実線部分である。 

図 1-1 施工フロー 
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①  1035①  1035 Ⅲ−3−③−2 ①  1037①  1037 Ⅲ−3−③−2



①  1036①  1036 Ⅲ−3−③−3
①  1038①  1038 Ⅲ−3−③−3

Ⅲ-3-③-3 

７．支柱の据付・解体・損料・賃料を別途計上する。 

８．キャリア，滑車の損料を別途計上する。 

１－４ 砂防工のケーブルクレーンの積算については下記のとおりとする。 

 （１）ケーブルクレーンの支柱（木製，鉄製等）の数量，損料は，別途計上する。 

 （２）ケーブルクレーンに使用するワイヤロープ（主索，巻上索，横行索）の数量は，別途計上する。 

 （３）ケーブルクレーンに使用するワイヤロープの損率は，次表を標準とする。 

表１．２ ケーブルクレーン（両端固定式）用ワイヤロープの損率 

 損率(月当り) 損率(年当り) 耐用年数(年) 

主 索 0.038 0.2 5 

巻 上 索 0.094 0.5 2 

横 行 索 0.094 0.5 2 

(注)１．供用期間が５箇月以下の場合は，損率（月当り）を適用する。 

２．供用期間が５箇月を超える場合は，損率（年当り）を適用する。 

  （４）ケーブルクレーン据付・解体用ウインチの運転日当り運転時間は，4.3 時間とする。 

 

２． 運 搬 工 

２－１ 適用範囲 

本資料は，堰堤本体掘削用土工機械の分解・組立を実施する場合の輸送費積算に適用する。 

２－２ 施工歩掛 

輸送費の積算は，共通仮設費に計上する。 

分解・組立１台当り歩掛は，次式を標準とする。 

Ｐ＝ Ｍ1 ＋ Ｍ2 ＋Ｚ 

Ｐ  ：分解・組立に要する費用 

Ｍ1 ：分解に必要な労務費（分解工数は表 2.1 を標準とする） 

Ｍ2 ：組立に必要な労務費（組立工数は表 2.1 を標準とする） 

Ｚ  ：分解・組立に使用されるラフテレーンクレーン又は，ケーブルクレーンの運転にかかわる費用

（表 2.1 を標準とする） 

表２．１ 土工機械分解・組立歩掛                  （１台当り） 

種 別 
分解時最大 

部品質量 

延 工 数 ケーブルクレーン又は 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・ 

排出ガス対策型(第1次基準値) 

運転日数(日) 

諸雑費率 

(％) 特殊作業員(人) 

分 解 

3ｔ未満 M=(1.4×W-2.7)×1.3 D=0.2×W-0.4 － 

4ｔ未満 M=(1.2×W-3.2)×1.3 D=0.2×W-0.5 － 

5ｔ未満 M=(0.6×W-1.5)×1.3 D=0.1×W-0.2 － 

組 立 

3ｔ未満 M=(1.6×W-3.1)×1.3 D=0.3×W-0.5 2 

4ｔ未満 M=(1.4×W-3.7)×1.3 D=0.2×W-0.6 2 

5ｔ未満 M=(0.7×W-1.7)×1.3 D=0.1×W-0.3 4 

(注)１．Ｍ：延工数（人），Ｗ：機械質量（ｔ），Ｄ：運転日数（日）を示す。 

２．Ｍ，Ｄは，小数第２位を切捨てし，第１位とする。なお，特殊作業員歩掛の中には，整備工・普通作業 

員・とび工の歩掛を含む。 

３．Ｗの適用範囲は，それぞれの分解時最大部品質量を超え 25ｔまでとする。 

４．分解時及び組立時に使用する機械は現場条件を考慮し，ケーブルクレーン・ラフテレーンクレーンのう

ちいずれかを選定する。 

５．ケーブルクレーンの規格（吊上げ能力）は，分解時最大部品質量，コンクリート運搬数量を考慮し決定

する。 

６．ラフテレーンクレーンの規格は，油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型（第１次基準値）25ｔ吊とする。 

７．分解・組立に使用するクレーン類の回送時間は，上表の運転日数には含まない。 



①  1037①  1037 Ⅲ−3−③−4 ①  1039①  1039 Ⅲ−3−③−4



①  1038①  1038 Ⅲ−3−③−5 ①  1040①  1040 Ⅲ−3−③−5

３．



①  1039①  1039 Ⅲ−3−③−6 ①  1041①  1041 Ⅲ−3−③−6



①  1040①  1040 Ⅲ−3−④−1 ① 1045① 1045 Ⅲ－3－④－1

0.40

0.40

令和3年4月1日一部改正



① 1041① 1041 Ⅲ−3−⑤−1 ①  1046①  1046 Ⅲ−3−⑤−1



①  1042①  1042 Ⅲ−3−⑥−1

Ⅲ-3-⑥-1 

⑥ 銘 板 工 

１． 適 用 範 囲

本資料は，砂防施設に銘板を取り付ける場合に適用する。 

２． 施 工 歩 掛

銘板工歩掛は，次表を標準とする。 

表２．１ 砂防銘板工歩掛 

名 称 単 位 数 量 摘 要 

銘板材料費 式 1

(注)１．材料費のみを計上する。 

２．取付労務は別途計上することが出来る。 

３． 単 価 表

砂防銘板工１式当り単価表 

施工歩掛コード WB332010 

名   称 規   格 単 位 数 量 摘    要

銘 板 材 料 費 式 1 表 2.1 

諸 雑 費 式 1 

計

４． 施工単価入力基準表 

（１）砂防銘板工

施工歩掛コード WB332010 施工単位 式

(注)銘板材料費（Y-3641001）[円／式]を単価登録すること。

①  1049①  1049 Ⅲ−3−⑦−1



①  1043①  1043 Ⅲ−3−⑦−1

Ⅲ-3-⑦-1 

⑦ 仮 締 切 工

⑦－１ 砂防土砂仮締切・砂防土砂土のう仮締切

１． 適 用 範 囲

本資料は,砂防工(本堰堤,副堰堤,床固め,帯工,水叩き,側壁,護岸)の施工に伴う仮締切工の現地土砂を用いた砂

防土工,土のう積工及び大型土のう工に適用する。 

２． 施 工 概 要

施工フローは,下記を標準とする。 

(１) 砂防土砂仮締切 

(注) 本歩掛で対応しているのは,実線部分である。 

図 2-1 施工フロー

(２) 砂防土砂土のう仮締切 

(注) 本歩掛で対応しているのは,実線部分である。 
図 2-2 施工フロー
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①  1050①  1050 Ⅲ−3−⑧−1



①  1044①  1044 Ⅲ−3−⑦−2 ①  1051①  1051 Ⅲ−3−⑧−2

５．



①  1045①  1045 Ⅲ−3−⑦−3 ①  1052①  1052 Ⅲ−3−⑧−3

コード番号 Ｓ 5 6 4 0



①  1046①  1046 Ⅲ−3−⑦−4 ①  1053①  1053 Ⅲ−3−⑧−4

コード番号 Ｓ 5 7 1 0

コード番号 Ｓ 5 7 1 0



①  1047①  1047 Ⅲ−3−⑦−5 ①  1054①  1054 Ⅲ−3−⑧−5

コード番号 Ｓ 5 7 0 0

コード番号 Ｓ 5 7 0 5



①  1048①  1048 Ⅲ−3−⑦−6 ①  1055①  1055 Ⅲ−3−⑧−6

コード番号 Ｓ 5 7 0 5



①  1049①  1049 Ⅲ−3−⑦−7

Ⅲ-3-⑦-10 

⑦－２ 砂防コンクリート締切 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，砂防工（本堰堤，副堰堤，床固め，帯工，水叩き，側壁，護岸）の施工に伴うコンクリート仮締切に

適用する。また，コンクリート仮締切撤去については，「第Ⅵ編第１章土木工事標準単価④構造物とりこわし工」

及び「第Ⅱ編第２章共通工㉕殻運搬」による。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

     

 

 

 

(注) 本歩掛で対応しているのは,実線部分である。 

図２－１ 施工フロー 

 

３． 機 種 の 選 定 

機械・規格は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 機種の選定 

作 業 種 別 機 械 名 規  格 単位 数量 摘  要 

型 枠 工 

コンクリート打設 
ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス対策型

(第 3次基準値)・低騒音型・25ｔ吊 
台 1 

 

(注) １．現場条件により上表により難い場合は，別途考慮する。 

   ２．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

 

表３．２ 構造物とりこわし工 規格・仕様区分 

区 分 規格・仕様 単 位 工法選定 摘  要 

無 筋 構 造 物 機 械 施 工 ㎥   

(注) 大型ブレーカは，機械設置地盤より上下５ⅿ以内の作業に適用する。 

 

４． コンクリート投入 

コンクリート投入については，「第Ⅲ編第３章砂防工②－１コンクリート工」７．砂防コンクリート打設歩掛に

よる。 

 

５． 型 枠 工 

型枠工については，「第Ⅲ編第３章砂防工②－１コンクリート工」５．型枠工による。 
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①  1056①  1056 Ⅲ−3−⑧−7



①  1050①  1050 Ⅲ−3−⑦−8 ①  1057①  1057 Ⅲ−3−⑧−8



①  1051①  1051 Ⅲ−3−⑦−9 ①  1058①  1058 Ⅲ−3−⑧−9



①  1052①  1052 Ⅲ−3−⑧−1

Ⅲ-3-⑧-1 

⑧ 鋼 製 砂 防 工 

１． 適 用 範 囲 

本資料は，鋼製砂防工の透過型砂防堰堤のうち，鋼管フレーム型砂防堰堤及びバットレス型砂防堰堤を施工する

場合に適用し,適用条件は次表のとおりとする。なお、鋼管フレーム型流木捕捉工には適用しない。 

表１．１ 適用条件 

透過型砂防堰堤型式 適用条件 

鋼管フレーム型砂防堰堤 組立・据付質量 130ｔ以下かつ透過部の幅 20ｍ以下 

バットレス型砂防堰堤 組立・据付質量 50ｔ以下かつ透過部の幅 10ｍ以下 

     （注）透過部の幅は水通し部の幅を標準とし、分割施工を行う場合は施工対象範囲における 

        鋼製部材の外幅とする。 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは，下記を標準とする。 

 

図２－１ 施工フロー 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注)１．本歩掛で対応しているのは,実線部分である。 

２．鋼管フレーム型砂防堰堤の鋼製部材組立・据付けは,仮締めを含む。 

  また，地組の有無に関わらず適用できる。 

３．バットレス型砂防堰堤は，バットレス内への中詰材がコンクリート,ジョイントスペーサー内

への中詰材が砕石の場合に適用できる 

 

 

機 材 搬 入 

作 業 土 工 
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①  1059①  1059 Ⅲ−3−⑨−1



①  1053①  1053 Ⅲ−3−⑧−2 ①  1060①  1060 Ⅲ−3−⑨−2



①  1054①  1054 Ⅲ−3−⑧−3 ①  1061①  1061 Ⅲ−3−⑨−3



①  1055①  1055 Ⅲ−3−⑧−4 ①  1062①  1062 Ⅲ−3−⑨−4

Ⅲ-3-⑧-4 

工は含まない。 

２．組立・据付質量は，アンカーボルト，ボルト・ナット，ワッシャを除く鋼製部材の総質量とする。 

３．諸雑費は，組立工具の損料,コンクリートバケット損料,コンクリートバイブレータ損料及び電力

に関する経費等の費用であり，労務費の合計額に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

４. 足場工は,「第Ⅱ編５章仮設工⑦－１足場工」により別途計上する。 

５．中詰材は,バットレス内をコンクリート,ジョイントスペーサー内を砕石とし、必要に応じて材料

費を計上する。 

６．日当り施工量Ｄwは，小数第２位を四捨五入し，第１位とする。 

 

（２）バットレス型砂防堰堤材料費（鋼材） 

バットレス型砂防堰堤材料費（鋼材）は，一般管理費等のみ対象とする。 

５． 単 価 表 

 ５－１ 鋼管フレーム型砂防堰堤 

(１)  鋼製部材組立・据付け 鋼材質量 10ｔ当り単価表 

施工歩掛コード WB332500 
 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 10／Ｄｗ×１ 表 4.1 

特 殊 作 業 員  〃 10／Ｄｗ×１ 〃 

普 通 作 業 員  〃 10／Ｄｗ×１ 〃 

と び 工  〃 10／Ｄｗ×２ 〃 

ラフテレーンクレーン 

油圧伸縮ジブ型・排出ガス

対策型(第３次基準値)・低

騒音型・25ｔ吊 

日 10／Ｄｗ 表 4.1 機械賃料 

諸 雑 費  式 1 表 4.1 

計     

(注) Ｄｗ：１日当り組立・据付け質量(表 4.1) 

 

(２) 本締め工 100 本当り単価表 
 

 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 100／Ｄｑ×１ 表 4.2 

特 殊 作 業 員  〃 100／Ｄｑ×３ 〃 

本 締 め ボ ル ト  本 100  

諸 雑 費  式 1 表 4.2 

計     

（注）Ｄｑ：１日当りのボルト取付け本数（表 4.2） 

 

(３) アンカー工 100 本当り単価表 
 

 

名   称 規   格 単位 数  量 摘    要 

土 木 一 般 世 話 役  人 100／Ｄｑ×１ 表 4.3 

特 殊 作 業 員  〃 100／Ｄｑ×２ 〃 

普 通 作 業 員  〃 100／Ｄｑ×１ 〃 

ア ン カ ー ボ ル ト  本 100  

無 収 縮 モ ル タ ル  ㎥  必要数量を計上 

諸 雑 費  式 1 表 4.3 

計     

(注)Ｄｑ：1日当りのボルト取付け本数（表 4.3） 

施工歩掛コード WB332510 

施工歩掛コード WB332520 
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①  1057①  1057 Ⅲ−3−⑨−1

Ⅲ-3-⑨-1 

⑨ 砂防ソイルセメントエ 

 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は,砂防工(本堰堤,副堰堤,床固め,帯工,水叩き,側壁,護岸，袖部対策工)の基礎及び中詰において施工位

置周辺ヤードにて現地発生土とセメントをバックホウにて撹拌混合し,運搬，敷均し,締固めを行い,構造物を構築

する砂防ソイルセメント工（転圧タイプ）の施工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 粒径処理 

（１）対象土質が，砂質土及びレキ質土の場合 

１－１－２ 撹拌混合 

（１）セメントの使用量が，25.5ｔ／100m3以下の場合  

１－１－３ 混合材料敷均し・締固め 

（１）現地発生土とセメントの混合材料を敷均し，締固める場合 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは,下記を標準とする。 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは,二重実線部分のみである。 

２．混合材料敷均し・締固めはシート養生の有無によらず適用出来る。 
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①  1064①  1064 Ⅲ−3−⑩−1
①  1064①  1064 Ⅲ−3−⑩−1

Ⅲ-3-⑨-1 

⑨ 砂防ソイルセメントエ 

 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は,砂防工(本堰堤,副堰堤,床固め,帯工,水叩き,側壁,護岸，袖部対策工)の基礎及び中詰において施工位

置周辺ヤードにて現地発生土とセメントをバックホウにて撹拌混合し,運搬，敷均し,締固めを行い,構造物を構築

する砂防ソイルセメント工（転圧タイプ）の施工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 粒径処理 

（１）対象土質が，砂質土及びレキ質土の場合 

１－１－２ 撹拌混合 

（１）セメントの使用量が，25.5ｔ／100m3以下の場合  

１－１－３ 混合材料敷均し・締固め 

（１）現地発生土とセメントの混合材料を敷均し，締固める場合 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは,下記を標準とする。 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは,二重実線部分のみである。 

２．混合材料敷均し・締固めはシート養生の有無によらず適用出来る。 
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Ⅲ-3-⑨-1 

⑨ 砂防ソイルセメントエ 

 

 

１． 適 用 範 囲 

本資料は,砂防工(本堰堤,副堰堤,床固め,帯工,水叩き,側壁,護岸，袖部対策工)の基礎及び中詰において施工位

置周辺ヤードにて現地発生土とセメントをバックホウにて撹拌混合し,運搬，敷均し,締固めを行い,構造物を構築

する砂防ソイルセメント工（転圧タイプ）の施工に適用する。 

１－１ 適用出来る範囲 

１－１－１ 粒径処理 

（１）対象土質が，砂質土及びレキ質土の場合 

１－１－２ 撹拌混合 

（１）セメントの使用量が，25.5ｔ／100m3以下の場合  

１－１－３ 混合材料敷均し・締固め 

（１）現地発生土とセメントの混合材料を敷均し，締固める場合 

 

２． 施 工 概 要 

施工フローは,下記を標準とする。 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

（注）１．本施工パッケージで対応しているのは,二重実線部分のみである。 

２．混合材料敷均し・締固めはシート養生の有無によらず適用出来る。 
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Ⅲ-3-⑨-2 

３．施工パッケージ 

３－１ 粒径処理 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 粒径処理 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

粒径処理率（％） 

40を超え 45以下 

45を超え 50以下 

50を超え 60以下 

60を超え 80以下 

80を超え 100 以下 

（注）１．上表は，砂防ソイルセメント工におけるバックホウ（スケルトンバケット付）を使用した骨材

の最大寸法以上の土砂をふるい分ける作業の他，スケルトンバケットの損料等，その施工に必要

な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．土量は，粒径処理後の土量（ほぐし土量）である。 

３．粒径処理率は次式による。 

粒径処理率(％)＝{(粒径処理後土量)／(粒径処理前土量)}×100 

 

（２）代表機労材規格  

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 粒径処理 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 2 次基準値）］ 山積 0.8m3（平積

0.6m3） 

 

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 土木一般世話役  

Ｒ２ 運転手（特殊）  

Ｒ３ 普通作業員  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－２ 粒径処理土積込 

粒径処理土の積込みは，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工」による。ただし，これにより難い場合は，別途考

慮する。 

３－３ 粒径処理土運搬 

粒径処理土の運搬は，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工」による。ただし，これにより難い場合は，別途考慮

する。 

 

Ⅲ-3-⑨-2 

３．施工パッケージ 

３－１ 粒径処理 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．１ 粒径処理 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

粒径処理率（％） 

40を超え 45以下 

45を超え 50以下 

50を超え 60以下 

60を超え 80以下 

80を超え 100 以下 

（注）１．上表は，砂防ソイルセメント工におけるバックホウ（スケルトンバケット付）を使用した骨材

の最大寸法以上の土砂をふるい分ける作業の他，スケルトンバケットの損料等，その施工に必要

な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．土量は，粒径処理後の土量（ほぐし土量）である。 

３．粒径処理率は次式による。 

粒径処理率(％)＝{(粒径処理後土量)／(粒径処理前土量)}×100 

 

（２）代表機労材規格  

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．２ 粒径処理 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・排

出ガス対策型（第 2 次基準値）］ 山積 0.8m3（平積

0.6m3） 

 

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 土木一般世話役  

Ｒ２ 運転手（特殊）  

Ｒ３ 普通作業員  

Ｒ４ －  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－２ 粒径処理土積込 

粒径処理土の積込みは，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工」による。ただし，これにより難い場合は，別途考

慮する。 

３－３ 粒径処理土運搬 

粒径処理土の運搬は，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工」による。ただし，これにより難い場合は，別途考慮

する。 

 



①  1059①  1059 Ⅲ−3−⑨−3 ①  1066①  1066 Ⅲ−3−⑩−3

コード番号 ＳＰC 8 7 4
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Ⅲ-3-⑨-4 

（２）代表機労材規格  

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．４ 撹拌混合 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

バックホウ（クローラ型）［標準型・超低騒音型・クレ

ーン機能付き・排出ガス対策型（第 3次基準値）］ 山積

0.8m3（平積 0.6m3）吊能力 2.9t 

 

Ｋ２ －  

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 土木一般世話役  

Ｒ２ 特殊作業員  

Ｒ３ 運転手（特殊）  

Ｒ４ 普通作業員  

材料 

Ｚ１ セメント 高炉 B  

Ｚ２ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  

 

３－５ 混合材料運搬 

混合材料の運搬は，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工」による。ただし，これにより難い場合は，別途考慮す

る。 

３－６ 混合材料投入 

混合材料の投入は，「第Ⅲ編第３章砂防工①土工」による。ただし，これにより難い場合は，別途考慮す

る。 
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３－７ 混合材料敷均し・締固め 

（１）条件区分 

条件区分は，次表を標準とする。 

 

表３．５ 混合材料敷均し・締固め 積算条件区分一覧 

（積算単位：m3） 

施工幅員（ｍ） 

4.5m未満 

4.5m以上 

（注）１．砂防ソイルセメント工における混合材料の敷均し，締固め，シート養生，打継面処理の他，振

動コンパクタの運転経費及び養生の材料費，打継面処理の労務に関する費用等，その施工に必要

な全ての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。 

２．土量は，締固め後の土量である。 

３．シート養生の有無，打継面処理の有無によらず適用出来る。 

４．養生はシート養生を標準とするが，これにより難い場合は，「第Ⅱ編第４章コンクリート工①

コンクリート工」による。 

５．打継面処理は，打継面の清掃のみを標準とし，散水やセメントの散布が必要な場合は，必要な

費用を別途計上する。 

 

（２）代表機労材規格  

下表機労材は，当該施工パッケージで使用されている機労材の代表的な規格である。 

 

表３．６ 混合材料敷均し・締固め 代表機労材規格一覧 

項目 代表機労材規格 備考 

機械 

Ｋ１ 

小型バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回型･低

騒音型・排出ガス対策型（第 3 次基準値）］ 山積

0.09m3（平積 0.07m3） 

・賃料 

・施工幅員が 4.5m未満の場合 

バックホウ（クローラ型）［標準型・排出ガス対策

型（第 1次基準値）］ 山積 0.28m3（平積 0.2m3） 

・賃料 

・施工幅員が 4.5m以上の場合 

Ｋ２ 
振動ローラ（舗装用）［搭乗・コンバインド式・排

出ガス対策型(第 2次基準値)］運転質量 3～4t 
賃料 

Ｋ３ －  

労務 

Ｒ１ 運転手（特殊）  

Ｒ２ 普通作業員  

Ｒ３ 土木一般世話役  

Ｒ４ 特殊作業員  

材料 

Ｚ１ 軽油 1.2号 パトロール給油  

Ｚ２ －  

Ｚ３ －  

Ｚ４ －  

市場単価 Ｓ －  
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① 地すべり防止工････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
① - 1　集水井工（ライナープレート土留工法）
　　　 ･･････････････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1

1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  1
3 　工法の選定･････････････ ･･･Ⅲ - 4 - ① -  1
4 　施工歩掛･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  2
5 　内訳書及び単価表･･････････ Ⅲ - 4 - ① -  6

① - 2　集水井工（プレキャスト土留工法）
　　　 ･･････････････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  9

1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  9
2 　施工概要･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -  9
3 　土留掘削作業･･････････････ Ⅲ - 4 - ① -  9
4 　底版コンクリート工････････ Ⅲ - 4 - ① - 10
5 　昇降用設備設置工･･････････ Ⅲ - 4 - ① - 10
6 　井戸蓋工･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① - 11
7 　内訳書及び単価表･･････････ Ⅲ - 4 - ① -12

① - 3　地すべり防止工（集排水ボーリング工）
　　　 ･･････････････････････････ Ⅲ - 4 - ① -14

1 　適用範囲･･････････････････ Ⅲ - 4 - ① -14
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① 1066① 1066 Ⅲ−4−①−2 ①  1072①  1072 Ⅲ−4−①−2



① 1067① 1067 Ⅲ−4−①−3 ①  1073①  1073 Ⅲ−4−①−3



① 1068① 1068 Ⅲ−4−①−4 ①  1074①  1074 Ⅲ−4−①−4



① 1069① 1069 Ⅲ−4−①−5 ①  1075①  1075 Ⅲ−4−①−5



① 1070① 1070 Ⅲ−4−①−6 ①  1076①  1076 Ⅲ−4−①−6

コード番号 Ｓ 1 5 6 0



① 1071① 1071 Ⅲ−4−①−7 ①  1077①  1077 Ⅲ−4−①−7

コード番号 Ｓ 1 5 6 1

コード番号 Ｓ 1 5 6 2

コード番号 Ｓ 1 5 6 3



① 1072① 1072 Ⅲ−4−①−8 ①  1078①  1078 Ⅲ−4−①−8



① 1073① 1073 Ⅲ−4−①−9 ①  1079①  1079 Ⅲ−4−①−9



① 1074① 1074 Ⅲ−4−①−10 ①  1080①  1080 Ⅲ−4−①−10



① 1075① 1075 Ⅲ−4−①−11 ①  1081①  1081 Ⅲ−4−①−11



①  1076①  1076 Ⅲ−4−①−12 ①  1082①  1082 Ⅲ−4−①−12

コード番号 Ｓ 1 5 6 5

コード番号 Ｓ 1 5 6 6

式



①  1077①  1077 Ⅲ−4−①−13 ①  1083①  1083 Ⅲ−4−①−13

コード番号 Ｓ 1 5 6 7



① 1078① 1078 Ⅲ−4−①−14 ①  1084①  1084 Ⅲ−4−①−14



① 1079① 1079 Ⅲ−4−①−15 ①  1085①  1085 Ⅲ−4−①−15

コード番号 ＳＰC 9 3 1



① 1080① 1080 Ⅲ−4−①−16 ①  1086①  1086 Ⅲ−4−①−16



① 1081① 1081 Ⅲ−4−①−17 ①  1087①  1087 Ⅲ−4−①−17

コード番号 ＳＰC 9 3 5



① 1082① 1082 Ⅲ−4−①−18 ①  1088①  1088 Ⅲ−4−①−18

コード番号 ＳＰC 9 3 9



① 1083① 1083 Ⅲ−4−①−19 ①  1089①  1089 Ⅲ−4−①−19

コード番号 ＳＰC 9 4 3



① 1084① 1084 Ⅲ−4−①−20 ①  1090①  1090 Ⅲ−4−①−20



① 1085① 1085 Ⅲ−4−①−21 ①  1091①  1091 Ⅲ−4−①−21



① 1086① 1086 Ⅲ−4−①−22 ①  1092①  1092 Ⅲ−4−①−22



① 1087① 1087 Ⅲ−4−①−23 ①  1093①  1093 Ⅲ−4−①−23



① 1088① 1088 Ⅲ−4−①−24 ①  1094①  1094 Ⅲ−4−①−24



① 1089① 1089 Ⅲ−4−①−25 ①  1095①  1095 Ⅲ−4−①−25



① 1090① 1090 Ⅲ−4−①−26 ①  1096①  1096 Ⅲ−4−①−26



① 1091① 1091 Ⅲ−4−①−27 ①  1097①  1097 Ⅲ−4−①−27

コード番号 Ｓ 1 5 7 0

コード番号 Ｓ 1 5 7 5



① 1092① 1092 Ⅲ−4−①−28 ①  1098①  1098 Ⅲ−4−①−28

コード番号 Ｓ 1 5 8 0

コード番号 Ｓ 1 5 8 5



① 1093① 1093 Ⅲ−4−①−29 ①  1099①  1099 Ⅲ−4−①−29

コード番号 Ｓ 1 5 9 0

コード番号 Ｓ 1 5 9 1



① 1094① 1094 Ⅲ−4−①−30 ①  1100①  1100 Ⅲ−4−①−30

コード番号 Ｓ 1 5 9 2



① 1095① 1095 Ⅲ−4−①−31 ①  1101①  1101 Ⅲ−4−①−31



① 1096① 1096 Ⅲ−4−①−32 ①  1102①  1102 Ⅲ−4−①−32



① 1097① 1097 Ⅲ−4−①−33 ①  1103①  1103 Ⅲ−4−①−33

コード番号 Ｓ 1 5 9 5



① 1098① 1098 Ⅲ−4−①−34 ①  1104①  1104 Ⅲ−4−①−34



①  1099①  1099 Ⅲ−4−①−35 ①  1105①  1105 Ⅲ−4−①−35



① 1100① 1100 Ⅲ−4−①−36 ①  1106①  1106 Ⅲ−4−①−36

コード番号 Ｓ 1 5 9 5

コード番号 Ｓ 1 5 9 6



① 1101① 1101 Ⅲ−4−①−37 ①  1107①  1107 Ⅲ−4−①−37



①  1102①  1102 Ⅲ−4−①−38 ①  1108①  1108 Ⅲ−4−①−38



①  1103①  1103 Ⅲ−4−①−39 ①  1109①  1109 Ⅲ−4−①−39



①  1104①  1104 Ⅲ−4−①−40Ⅲ−4−①− ①  1110①  1110
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